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カンボジアが第 151番目の PCT加盟国となることに伴い 

審査の早期化戦略において留意すべき事項 

 

                           ２０１６年１０月１７日 

                             

 

１．はじめに 

 特許協力条約（PCT）は 1970年以来、これまで、複数回にわたって改正されてきました 1978

年には、僅か 18締約国であったのが、今や 151加盟国を数えるまでになりました。2016年だ

けでも、既に２ヶ国（ジブチ、クウェート、）が PCTに加盟しており、このたび、カンボジア

が PCTの加入書を世界知的所有権機関（WIPO）へ寄託しました。 

 

アセアン諸国は日本企業の今後の事業展開先として有望視されています。カンボジアは、2011

年以降 7％を超える高成長を維持しており、多くの日系企業がカンボジアに進出しています。ま

た、経済発展に伴って、カンボジアにおける特許出願件数も増加している一方、特許出願の未審

査滞貨は一向に減少しない状況にあります。このような状況に鑑み、日本国特許庁は、カンボジ

ア工業手工芸省に対して特許の取得を容易にするための協力を行うことになりました。 

 

以下に、カンボジアの PCT加盟、および、カンボジアが PCT加盟国となることに伴い審査の

早期化戦略において留意すべき事項について説明します。 

 

【全 4頁】 
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